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やお市議会だより

▶令和８年度当初予算
　市議会が注目する事業はコレ
▶議場の音響・映像等の機能更新
　聞き取りやすさUP！見やすさUP！



本会議
（1月27日、２月25日、26日、27日、３月3日、４日、27日）
議会運営委員会
（1月26日、２月９日、12日、３月３日、23日、26日）
総務常任委員会、予算決算常任委員会（総務分科会）
（３月17日、18日）
建設産業常任委員会、予算決算常任委員会（建設産業分科会）
（３月13日、16日）
文教常任委員会、予算決算常任委員会（文教分科会）
（３月11日、12日）
健康福祉環境常任委員会、予算決算常任委員会（健康福祉環境分科会）
（３月９日、10日）

予算決算常任委員会（全体会）
（３月４日、24日）
予算決算常任委員会（理事会）
（２月12日、３月３日、23日）
各派代表者会議
（１月23日、２月９日、３月26日）
議会だより編集委員会
（２月25日、３月27日）
意見書調整会議、幹事長会議
（３月25日）　　　　　　

議会活動の記録

令和８年
３月定例会

３
定例会の概要

　令和８年３月市議会定例会を、２月25日から３月27日まで開会しました。
　１日目に市長から市政運営方針の説明があり、２～３日目に代表質問、４日目に代表質
問及び個人質問、５日目に個人質問を行い、市政全般について質問しました。また、令和
８年度当初予算案などの議案を上程し、所管の委員会で審査しました。
　最終本会議では、議案に対する討論の後、人事議案等を追加上程し、すべての提出議
案を可決・同意しました。

　安全で安心して生活することができる地域社
会の実現をめざし、これまで地域により維持管
理されてきた防犯灯を、地域の負担軽減を図る
ため、市へ移管し、市が直接維持管理を実施す
る手法へと全面転換が進められます。

1億4,031万3千円関連予算

防犯灯の維持管理を地域から市へ

P4　  代表質問
　　    - 公明党/大阪維新の会/八尾保守の会/
　　　　八尾の未来を紡ぐ会/日本共産党/新声/至誠会

P8　  個人質問
　　    - 木村健二議員/柴谷匡哉議員/前園正昭議員/川上舞議員/
　　　　景山和香議員/露原行隆議員/五百井真二議員/越智妙子議員

P11　１月臨時会の概要　所管事務調査の報告

P12　委員会審査の概要

P14　議決結果　採択された意見書　請願審査結果　
　　　６月定例会の予定

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
- もくじ -

　子どもが病気の際に、保護者が就労等により
自宅での保育が困難な場合の保育ニーズに対応
するため、病児を保育する施設を新規開設する
ことにより、安心して子育てができる環境整備
が進められます。

2億4,047万2千円関連予算

病児保育の実施施設の増設

　健康寿命の延伸を図るとともに要介護状態へ
の移⾏を緩やかにし、高齢者が元気で⾃⽴した
⽣活を送れることをめざし、成果連動型⺠間委
託契約⽅式（PFS）を活用した社会参加の促進を
目的とした介護予防プログラムが実施されます。

1,507万4千円関連予算

PFSを活用した社会参加型介護予防

　人口減少と少子高齢化が進む西郡地域におい
て、若者・子育て世帯の居住誘導を図るため、
既存市営住宅を活用し、リノベーションの実施
や、居住する住宅の改修を自ら行うDIY住宅な
ど、多様な住宅供給が行われます。

2,891万7千円関連予算

既存市営住宅を活用した定住促進

発言通告

議会映像

議決結果

ホームページへのアクセス

市議会はココに注目！

PIC
KUP

01
　一人ひとりの状況やニーズに応じた多様な⽀援に引き続き
取り組むとともに、府⽴八尾翠翔高校と連携した新たな居場
所を整備し、⼦どもたちが未来への一歩を踏み出すための⽀
援に取り組むための予算として1,007万5千円が当初予算に
計上され、可決しました。

府立高校と連携した不登校児童・生徒支援

がんとの共生社会実現に向けた取り組みPIC
KUP

03

PIC
KUP

02
　40歳未満でがんの末期状態と診断された方が、住み慣れた
自宅で療養し、自分らしい生活を送れるよう、患者とその家
族の方の負担軽減を図るため、在宅介護サービスにかかる利
用料等の一部を新たに助成する予算として80万2千円が当初
予算に計上され、可決しました。

市議会が注目する令和８年度の事業
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Q

少
子
高
齢
化
が
進
む
中　
持
続
可
能
な
行
政
を

　

大
阪
維
新
の
会

　
　
　

奥お

く

だ田
　
信の

ぶ
ひ
ろ宏

　

子
育
て
世
帯
を
中
心
と
し
た
若
者
世

代
の
定
住
に
向
け
、
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
の
充
実
や
子
ど
も
た
ち
へ
の

積
極
的
な
投
資
な
ど
市
独
自
の
施
策
を

進
め
て
い
る
が
、
持
続
可
能
な
制
度
と

な
っ
て
い
る
の
か
。　

　

国
や
府
へ
の
要
望
活
動
を
行
い
な
が

ら
歳
入
の
確
保
に
努
め
、
子
育
て
支
援

策
の
優
先
順
位
を
部
局
内
で
議
論
し
な

が
ら
持
続
可
能
な
運
営
を
図
る
。　
　

　

町
会
加
入
率
が
低
下
し
、
地
域
活
動

の
担
い
手
の
固
定
化
と
高
齢
化
が
顕
著

に
な
る
中
で
、
町
会
に
依
頼
し
て
い
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
継
続
し

て
市
民
に
届
け
る
の
か
。

　

町
会
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う

依
頼
事
項
を
精
査
し
た
が
、
町
会
未
加

入
世
帯
が
約
半
数
を
占
め
る
状
況
を
踏

ま
え
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
る
。

　

高
安
地
区
な
ど
の
市
街
化
調
整
区
域

に
お
い
て
、
将
来
的
な
人
口
増
加
や
住

宅
需
要
を
見
据
え
、
都
市
計
画
手
法
を

含
め
た
調
整
区
域
の
見
直
し
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　

市
街
化
調
整
区
域
は
、
市
街
化
を
抑

制
す
べ
き
区
域
で
、
生
活
環
境
と
の
調

和
を
図
り
な
が
ら
農
地
や
山
麓
の
自
然

を
保
全
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
調
整

区
域
の
基
本
理
念
を
堅
持
し
つ
つ
、
都

市
計
画
手
法
等
の
活
用
を
含
め
た
可
能

性
を
検
討
す
る
。

その他の主な質問項目
◦�副首都時代を見据えた都市戦略
及び行政形態の将来的選択肢
◦�中学校給食費無償化における
今後の方向性
◦�無痛分娩実施の人員体制
◦�めざしている経常収支比率
◦�ごみ袋の配付方法を今後も継
続できるのか

A

Q

時
代
の
変
化
に
即
し
た　
公
共
の
あ
り
方
を
追
求

　

八
尾
保
守
の
会

　
　
　

松ま

つ

だ田
　
憲の

り
ゆ
き幸

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
み
、

市
民
の
価
値
観
も
多
様
化
す
る
中
、
時

代
の
変
化
に
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

現
状
に
即
し
た
行
政
運
営
を
追
求
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
お
け
る
「
公
」
と
「
民
」
の
役

割
分
担
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
基
準

で
判
断
を
し
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

法
令
等
の
制
限
の
有
無
な
ど
を
踏
ま

え
、
民
間
が
実
施
主
体
と
な
り
得
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
公
共
性
・
公

平
性
等
が
確
保
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、

内
容
に
応
じ
て
コ
ス
ト
面
と
サ
ー
ビ
ス

面
の
両
面
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い

る
。　
　

　

　

市
政
運
営
の
重
点
取
り
組
み
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
の

推
進
は
、
災
害
時
の
教
訓
か
ら
改
め
て

認
識
さ
れ
た
下
水
道
の
重
要
性
を
踏
ま

え
て
実
施
す
る
も
の
か
。　

　

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
は
、
下
水

道
の
復
旧
に
相
当
な
期
間
を
要
し
、
下

水
を
流
せ
な
い
状
況
が
長
期
化
し
た
。

そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
避
難
所
等
の
被

災
す
る
と
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
施
設
に
接
続
す
る
下
水
道
施
設
に
つ

い
て
、
重
点
的
に
耐
震
化
を
進
め
て
い

く
も
の
で
あ
る
。

その他の主な質問項目
◦消防本部庁舎建て替えのスケ
　ジュール
◦市職員のシビックプライドを
　喚起する取り組み
◦近鉄八尾駅周辺の再整備
◦指定ごみ袋の配付方法や無償
　配付の課題
◦郷土愛育成に向けた学校教育

QA

安心安全な生活環境の確保のため、
下水道施設の計画的な耐震化が進め
られる。

　

冷
房
能
力
の
改
善
を
求
め
る
声
が
強

い
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
令
和
８
年

度
内
に
は
全
校
で
安
全
で
快
適
に
使
用

で
き
る
よ
う
、
環
境
整
備
に
向
け
、
早

急
に
対
応
を
進
め
る
。

　

町
会
加
入
率
が
低
下
す
る
中
、
市
民

の
不
公
平
感
を
解
消
す
る
観
点
か
ら
、

防
犯
灯
の
維
持
管
理
を
市
が
直
接
実
施

す
る
手
法
へ
全
面
転
換
す
べ
き
と
強
く

求
め
て
き
た
が
ど
う
か
。

　

市
が
直
接
維
持
管
理
す
る
抜
本
的
見

直
し
を
行
う
。
令
和
８
年
４
月
に
地
域

へ
説
明
を
行
っ
た
後
、
電
気
料
金
を
全

額
補
助
し
、
令
和
８
年
度
内
を
め
ど
に

市
へ
所
有
権
を
移
転
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
物
価
高
騰

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
財

源
を
大
胆
に
投
入
し
、
市
民
が
効
果
を

実
感
で
き
る
、
さ
ら
な
る
対
策
を
講
じ

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
、

す
べ
て
の
市
民
へ
の
支
援
策
に
加
え
、

食
料
品
の
価
格
上
昇
が
続
く
中
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
影
響
を
踏
ま
え
た
政

策
展
開
も
必
要
で
あ
り
、
支
援
策
を
検

討
す
る
。　

　

小
・
中
学
校
体
育
館
の
ス
ポ
ッ
ト
バ

ズ
ー
カ
に
つ
い
て
、
冷
房
が
十
分
に
効

か
な
い
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
令

和
８
年
夏
ま
で
の
機
能
改
善
を
強
く
求

め
て
き
た
が
ど
う
か
。

AQ Q

物
価
高
騰
の
影
響
か
ら　
生
活
者
守
る
政
策
を
!

　

公
明
党　
　
　
　
　

　
　
　

南み
な
か
た方

　 

武た
け
し

その他の主な質問項目
◦不登校や重いアレルギーなど　
　で給食を食べられない児童へ
　の平等な支援��
◦市立病院の待ち時間表示シス
　テムの導入
◦�５歳児健診を早期実施すべき
◦廃食油の航空燃料（ＳＡＦ）へ
　の活用

A

QA

Q

代 表 質 問 ▶

A

A

AQ

スポットバズーカとは
　体育館などの広い空間で、必要
な場所に強力な風を送り込める大
風量スポットエアコンのこと。
　本市では、室内機と室外機が一
体型になったものを設置している
が、閉め切った大型施設では、排
熱を室外へ排気する別置型の方が
本来の冷却性能を発揮しやすいと
されており、別置型への改修工事
が予定されている。

定住人口の増加は高齢化問題を緩和
するとともに地域のにぎわいを創出
する。

　代表質問とは、議員が所属する会派を代表して行う質問のことをいいます。
八尾市議会では、所属会派の人数に関わらず、答弁を含まずひとり 50 分の
持ち時間となっています。

月定例会
３
R8

代 表 質 問
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A Q

市
民
の
命
、
未
来
守
る　
平
和
活
動
の
強
化
を

　

日
本
共
産
党

　
　
　

田た

な

か中
　
裕ゆ

う

こ子

　

八
尾
空
港
に
お
け
る
米
軍
機
の
飛
来

に
つ
い
て
、
目
的
を
把
握
し
自
粛
要
請

を
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

日
米
地
位
協
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
自
粛
要
請
を
行
う
予
定
は
な
い
。

　

日
米
軍
事
拠
点
と
な
り
得
る
懸
念
が

あ
る
自
衛
隊
八
尾
駐
屯
地
の
拡
張
に
反

対
を
表
明
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

防
災
・
災
害
対
応
の
観
点
か
ら
重
要

な
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民

の
安
心
安
全
・
生
命
・
財
産
を
守
る
こ

と
を
最
優
先
に
総
合
的
に
判
断
す
る
。

　

八
尾
空
港
西
側
跡
地
の
開
発
や
国
道

25
号
の
バ
イ
パ
ス
建
設
よ
り
も
、
修
学

旅
行
費
の
無
償
化
や
奨
学
金
の
対
象
者

拡
充
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

修
学
旅
行
費
は
就
学
援
助
制
度
の
対

象
と
な
る
保
護
者
に
費
用
の
一
部
を
援

助
し
て
い
る
。
奨
学
金
の
対
象
者
拡
大

は
、
制
度
の
公
平
性
や
中
長
期
的
な
安

定
運
営
の
視
点
な
ど
総
合
的
に
判
断
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
が
施
行
さ

れ
、
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の

価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
が
改
正
さ
れ

た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
市
内
事
業

者
に
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
中
小
企

業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
相
談

体
制
を
構
築
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

中
小
企
業
者
の
相
談
を
個
々
に
受
け

な
が
ら
、
価
格
転
嫁
に
関
す
る
内
容
は

よ
り
専
門
的
な
機
関
に
つ
な
い
で
い
る
。

その他の主な質問項目
◦�市長の政治資金パーティー
◦�聴覚障がい者や手話通訳者等関
係者への実態調査
◦�働く女性を取り巻く現状の認識
と課題解決の方策
◦�学童トイレに関する進捗状況
◦�国民健康保険料、介護保険料、
後期高齢者医療保険料の引下げ

QA

Q

A

Q

す
べ
て
の
事
務
事
業
に　
改
革
の
決
断
を

　

新
声

　
　
　

山や
ま
な
か中

　 

宏ひ
ろ
し

　

市
の
業
務
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
Ａ

Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
を
進
め
て
こ
ら
れ
、

今
後
、
さ
ら
な
る
拡
大
が
求
め
ら
れ
る

と
考
え
る
が
、
令
和
８
年
度
に
お
い
て

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
新
規
導
入
予
定
は
あ
る
か
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
利
用
に
つ
い
て
、
現
在
、

実
施
手
法
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
業
務
削
減
の

実
現
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

令
和
７
年
１
月
導
入
の
生
成
A
I

が
行
政
運
営
に
も
た
ら
し
た
効
果
や
今

後
の
展
望
は
。

　

導
入
後
、
10
か
月
間
で
約
１
万
６
千

件
の
利
用
実
績
が
あ
り
、
業
務
効
率
化

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
非
常
に
効

果
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
さ
ら
な
る
利
活
用
に
向
け
た
環
境

整
備
や
啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

公
共
施
設
の
再
編
・
集
約
化
に
つ
い

て
、
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
公
共
施

設
の
総
量
削
減
は
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
で
あ
る
。
計
画
等
に
定
め
る
施
設
総

量
削
減
の
目
標
値
は
。

　

市
民
１
人
当
た
り
の
公
共
施
設
の
延

べ
床
面
積
は
維
持
し
つ
つ
、
今
後
の
人

口
減
少
を
想
定
し
た
延
べ
床
面
積
を
目

標
と
す
る
。
な
お
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
に

つ
い
て
は
生
活
を
支
え
る
基
盤
の
た
め
、

削
減
の
目
標
は
定
め
ず
長
寿
命
化
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

その他の主な質問項目
◦�行政ＤＸの観点から申請手続の
簡素化、オンライン相談及び業
務効率化システムを導入すべき
◦�財政調整基金の残高見込み、今
後５年間の財政収支見通し及び
基金枯渇リスク
◦�八尾空港西側跡地開発
◦消防本部庁舎の整備方針

A

QA

代 表 質 問

A Q

公
民
連
携
手
法
に
よ
る　
施
設
整
備
の
最
適
化
を

　

至
誠
会

　
　
　

田た

な

か中
　
慎し

ん

じ二

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
従
来
型

の
公
共
投
資
を
継
続
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
民
的
要
請
が
高

く
、
一
定
規
模
の
事
業
量
が
見
込
ま
れ

る
施
設
や
設
備
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
等
の
活
用
に
よ
り
財
政
負
担
の
平
準

化
等
を
図
り
、
事
業
手
法
そ
の
も
の
を

再
設
計
す
る
こ
と
で
事
業
可
能
性
が
広

が
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

八
尾
市
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
導
入

優
先
的
検
討
規
定
に
の
っ
と
り
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
及
び
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理

を
一
体
と
し
た
事
業
手
法
を
含
む
公
民

連
携
手
法
に
よ
る
事
業
可
能
性
を
優
先

的
に
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他

の
事
業
に
つ
い
て
も
内
容
に
よ
り
、
従

来
手
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
必
要
に
応
じ

て
最
適
な
事
業
手
法
で
進
め
て
い
く
。

　

市
有
財
産
に
つ
い
て
、
低
未
利
用
地

等
を
単
に
保
有
し
続
け
る
の
で
は
な
く
、

市
民
利
益
に
つ
な
げ
る
た
め
、
有
効
活

用
や
売
却
等
の
方
策
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

新
や
お
改
革
プ
ラ
ン
2
.
0
実
行

計
画
に
お
い
て
、
未
利
用
地
の
有
効
活

用
な
ど
を
取
り
組
み
に
位
置
づ
け
て
お

り
、
今
後
、
売
却
や
貸
付
け
等
に
よ
る

歳
入
確
保
を
進
め
て
い
く
。
活
用
方
針

の
検
討
対
象
は
、
公
有
財
産
す
べ
て
を

基
本
と
し
つ
つ
、
特
に
、
取
得
目
的
と

異
な
る
用
途
で
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の

を
考
え
て
い
る
。

その他の主な質問項目
◦�社会参加型介護予防の推進にＰ
ＦＳを活用する上での成果の定
義や事業効果の客観的検証方法
◦�八尾空港西側跡地の有効活用と
国道25号大阪柏原バイパス整
備の到達点
◦�行政ＤＸ推進におけるＥＢＰＭ
の位置づけ

A Q

▶

中小受託取引適正化法とは
　旧下請法を改正し、事業者間に
おける価格転嫁及び取引の適正
化を図ることを目的とした法律
のこと。委託事業者が中小受託事
業者に対して価格協議を行わず
に一方的に代金を決定すること
などの不当な行為を禁止してい
る。

QA

　

市
営
住
宅
に
お
い
て
、
以
前
か
ら
生

活
音
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
改
修
等
も
踏
ま
え
た
防

音
対
策
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

　

音
に
関
す
る
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
入
居

者
へ
の
マ
ナ
ー
向
上
の
呼
び
か
け
や

ル
ー
ル
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
今

後
予
定
さ
れ
て
い
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
改
修
の
機
会
に
お
い
て
、
防
音
面
へ

の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
西

郡
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
と
し
て
、
若
者
・
子
育
て
世
帯
の

居
住
誘
導
を
図
る
た
め
、
既
存
市
営
住

宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
様
な

住
宅
供
給
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
規
模
は
。　
　
　
　
　

　

令
和
８
年
度
に
お
い
て
は
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
設
計
業
務
や
入
居
者
が
住
宅
の
改

修
を
自
ら
行
え
る
よ
う
内
装
撤
去
に
よ

る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
住
宅
化
工
事
な
ど
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
２
戸
を
予
定
し
て
い
る
。
今

後
は
応
募
状
況
を
勘
案
し
、
活
用
戸
数

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

A

Q

Q

ま
ち
づ
く
り
構
想　
子
育
て
世
帯
等
の
定
住
促
進

  

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

　
　
　

吉よ
し
む
ら村

　
拓た

く

や哉

その他の主な質問項目
◦無痛分娩導入における市立病
　院の現状と課題
◦�空飛ぶクルマ運用方法と課題
◦�職員の離職原因と対応策
◦可燃ごみ等収集運搬業務の民
　間委託における対応策と課題
◦行政ＤＸ推進の現状と今後の
　方向性

A

若者・子育て世帯の定住促進に向け
た住環境整備が予定されている市営
西郡住宅。

ＰＦＩとは
　プライベート・ファイナンス・
イニシアティブの略。公共施設等
の建設、維持管理、運営等に民間
の資金とノウハウ（経営・技術的
能力）を活用する手法。行政が直
接行うよりも効率的で質の高い
公共サービスを提供し、同時に事
業コストの削減を図ることを目
的としている。

A

Q

ＲＰＡとは
　ロボティック・プロセス・オー
トメーションの略。パソコン上の
データ入力や集計など、人が行っ
ている定型業務をソフトウェア
のロボットが自動化する技術の
こと。業務効率化、コスト削減や
人的ミスの解消といった効果が
見込まれる。
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よ
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個 人 質 問

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

   

柴し
ば
た
に谷  

匡ま
さ
や哉 

　

保
育
士
の
確
保
定
着
に

数
値
目
標
の
設
定
を

　

少
子
化
で
も
保
育
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・
高
度
化

し
て
お
り
、
保
育
士
の
確
保
・
定
着
に
向
け
た
数

値
目
標
を
設
定
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

質
の
高
い
保
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
数
値
目
標

を
設
定
し
て
お
り
、
計
画
値
の
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　

医
療
事
故
調
査
制
度
は
原
因
究
明
と
再
発
防
止

が
目
的
で
あ
り
、
制
度
概
要
や
相
談
窓
口
を
市
民

に
分
か
り
や
す
く
周
知
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。　

　

医
療
安
全
情
報
の
周
知
は
重
要
で
あ
り
、
広
報

媒
体
を
活
用
し
市
民
目
線
で
の
情
報
提
供
に
努
め
、

相
談
先
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

　

学
校
外
で
発
生
し
た
い
じ
め
事
案
に
は
学
校
・

教
育
委
員
会
・
福
祉
事
業
者
・
保
護
者
等
が
連
携

し
た
対
応
体
制
を
構
築
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、
実
効
性
の

あ
る
体
制
を
構
築
す
る
。

その他の質問等
◦医療事故への認識及び自治
　体が果たすべき責任
◦いじめ事案における教育委
　員会の責任と役割

保育ニーズが高まる中、保育人
材の確保が課題となっている。

A QQA

公
明
党

   

前ま
え
ぞ
の園  

正ま
さ
あ
き昭 

　

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

設
置
の
早
期
実
現
を
！

　

予
約
制
に
よ
る
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
・
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
は
、
市
民
の
利
便
性
向
上
だ
け
で
な
く
、

対
応
す
る
職
員
に
と
っ
て
も
合
理
的
・
効
率
的
で

あ
り
、
行
政
D
X
の
観
点
か
ら
も
早
急
に
実
現

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

悲
し
み
を
抱
え
た
遺
族
の
方
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

課
題
や
他
市
事
例
な
ど
の
研
究
を
進
め
る
。

　

学
校
司
書
の
全
校
配
置
及
び
学
校
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
の
処
遇
改
善
と
働
き
や
す
い
環
境
整
備

を
早
急
に
実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

学
校
司
書
の
モ
デ
ル
配
置
事
業
の
効
果
検
証
を

実
施
し
、
市
長
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
全
校
配
置

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
ま
た
、
学
校
図

書
館
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
学
校
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
処
遇
や
条

件
な
ど
の
改
善
等
に
努
め
る
。

A QQA

八
尾
保
守
の
会

   

川か
わ
か
み上 

　
舞ま
い 

　

学
校
給
食
の
牛
乳
提
供

選
択
制
に
向
け
検
討
を

　

学
校
給
食
の
牛
乳
に
つ
い
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等

の
診
断
書
が
な
く
て
も
選
択
で
き
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
中
、
牛
乳
を
一
律
に
提
供
し
な
く
て
も

よ
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

牛
乳
は
成
長
期
に
必
要
な
栄
養
素
を
効
率
的
に

摂
取
で
き
る
最
も
適
し
た
食
品
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
今
後
、
新
た
な
知
見
に
基
づ
く
情
報

収
集
や
検
討
を
進
め
、
よ
り
よ
い
給
食
を
実
施
し

て
い
く
。

　

学
校
給
食
の
牛
乳
は
、
年
間
で
お
よ
そ

１
１
６
７
万
円
分
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
と
算
出
さ

れ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

牛
乳
に
限
ら
ず
食
材
を
残
す
こ
と
は
大
き
な
食

品
ロ
ス
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
学
校

給
食
の
意
図
や
効
果
を
し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
な
が
ら
、
食
育
や
残
食
を
な
く
す
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。

A QQA

給食牛乳のあり方は、子どもた
ちの成長や食育の観点だけでな
く廃棄による食品ロスなどの課
題も考慮しなければならない。

大
阪
維
新
の
会

   

景か
げ
や
ま山  
和わ

か香 
　

Ｊ
Ｒ
久
宝
寺
駅
前
に

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
を

　

Ｊ
Ｒ
久
宝
寺
駅
前
周
辺
の
開
発
か
ら
約
20
年
経

過
し
、
こ
の
間
、
子
育
て
世
帯
を
中
心
に
人
口
が

増
加
し
た
一
方
で
生
活
利
便
性
や
に
ぎ
わ
い
が
そ

れ
に
追
い
付
い
て
い
な
い
と
い
う
声
も
聞
く
が
、

現
状
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　

全
体
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
都
市
環
境
の
形
成

が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
計
画
当
初
と
比

べ
、
ま
ち
の
状
況
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
る
学
校
図
書
館
の

運
営
に
お
い
て
、
学
校
司
書
の
必
要
性
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

専
門
職
と
し
て
学
校
司
書
が
配
置
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
学
校
図
書
館
機
能
の
さ
ら
な
る
安
定
化

に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
A Q

その他の質問等
◦公立認定こども園及び民間園
　における性教育の取り組み
◦選挙用ポスター掲示板の設置
　及び投票入場整理券の発送

QA

　個人質問とは、議員が市政全般について、市民の代表として
行う質問のことをいいます。八尾市議会では、答弁を含まずひ
とり30分の持ち時間となっています。

個 人 質 問
月定例会
３

R8

QA

その他の質問等
◦給食に使用する塩の選定
◦不正投票の防止

▶

学校司書とは
　学校図書館で、本の貸
出し、整理、選書や児童・
生徒の読書活動の推進、
学習支援などを専門的に
行う職員のこと。

大
阪
維
新
の
会

   

木き
む
ら村  

健け
ん
じ二 

　

窓
口
混
雑
を
緩
和

利
便
性
向
上
へ

　

窓
口
業
務
は
市
民
が
最
も
身
近
に
接
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
そ
の
質
と
効
率
性
は
市
政
へ

の
信
頼
に
も
直
結
す
る
。
成
果
を
数
値
で
示
し
、

検
証
を
重
ね
て
改
善
を
続
け
る
行
政
運
営
を
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　

改
善
の
成
果
を
見
え
る
形
で
示
す
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
庁
内
連
携
や
窓
口
Ｄ

Ｘ
な
ど
も
含
め
、
混
雑
緩
和
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

公
益
財
団
法
人
八
尾
体
育
振
興
会
が
、
財
務
の

持
続
可
能
性
に
疑
義
が
生
じ
る
状
況
に
あ
る
公
益

法
人
と
し
て
の
継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

事
実
と
数
値
に
基
づ
き
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
整
理

を
含
め
た
抜
本
的
な
改
革
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、
重
大
な
事
象
が
起
こ
る
前
に
団
体
と
協
議

し
、
継
続
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

A Q

その他の質問等
◦証明書のコンビニ交付を利用
　しない方へのアンケート実施
◦高齢者へのコンビニ交付に
　関する周知や利用促進策

QA公益財団法人とは
　不特定多数の者の利益
（公益）の増進に資するこ
とを主目的とする財団法
人のこと。23の公益目的
事業分野（地域社会の発
展等）のいずれかに該当
する事業を行うことが求
められる。

都市計画道路の整備後は、駅周
辺にさらなるにぎわいが生まれ
ることが期待される。

その他の質問等
◦山本・志紀図書館での児童・
　生徒の自習スペース確保
◦ディスレクシアなど読書に困難
　を抱える児童・生徒への対応
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公
明
党

   

五い

お

い
百
井 

真し
ん
じ二 

　

障
が
い
児
の
保
育
・

療
育
を
最
良
の
環
境
に

　

障
が
い
の
あ
る
未
就
学
児
童
の
保
育
に
お
い
て
、

保
育
と
療
育
の
選
択
肢
が
あ
る
中
で
、
最
良
な
環

境
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

　

保
育
と
療
育
の
様
々
な
可
能
性
を
考
慮
し
、
保

護
者
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
子
ど
も
に
と
っ
て

最
適
で
安
心
安
全
な
環
境
の
選
択
に
つ
な
が
る
よ

う
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
相
談
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

　

教
育
環
境
や
学
校
の
状
況
を
事
前
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
見
学
会
な
ど
、
障
が
い
児
の
就
学

に
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
は

で
き
て
い
る
の
か
。

　

保
護
者
が
安
心
し
て
就
学
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

不
安
や
疑
問
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
教
育
環
境
に

つ
い
て
の
説
明
や
支
援
学
級
及
び
通
常
学
級
の
授

業
を
含
め
た
学
校
見
学
を
提
案
し
て
い
る
。　

A QQA

市や関係機関が連携しながら子
どもや保護者の状況や考え方を
共有し、最適な環境の提供につ
なげていく必要がある。

日
本
共
産
党

   

越お

ち智  

妙た
え
こ子 

　

物
価
高
で
苦
し
い
家
計

国
保
料
値
上
げ
撤
回
を

　

令
和
８
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
賦
課
限
度
額

が
１
０
６
万
円
か
ら
１
１
２
万
円
へ
と
大
幅
な
値

上
げ
と
な
る
。
多
く
の
世
帯
で
保
険
料
の
上
昇
が

予
想
さ
れ
る
中
、
物
価
高
で
苦
し
む
市
民
に
対
す

る
値
上
げ
の
撤
回
を
求
め
る
。
府
や
市
の
国
保
会

計
の
基
金
を
使
え
ば
、
保
険
料
の
値
下
げ
が
で
き

る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

大
阪
府
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
の
定
め
に
よ

り
、
保
険
料
の
引
下
げ
を
目
的
と
し
た
基
金
の
活

用
は
困
難
で
あ
る
。

　

道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
８
年
４
月
か

ら
自
転
車
運
転
の
違
反
に
対
し
て
も
反
則
金
が
科

さ
れ
る
。
何
が
違
反
に
当
た
る
の
か
等
の
不
安
な

声
が
多
い
が
、
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

法
改
正
に
伴
う
市
民
の
不
安
を
軽
減
し
、
安
全

意
識
の
向
上
の
た
め
、
引
き
続
き
講
習
の
実
施
や

周
知
・
啓
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

その他の質問等
◦八尾空港北

きたぼり
濠特定保水池を

　公園化すべき
◦点字ブロックの防滑対策と
　音響式信号機の24時間対応

道路交通法を遵守し安全な交通
環境となるよう、今後も講習等
の実施が求められる。

A QQA

八
尾
保
守
の
会

   

露つ
ゆ
は
ら原  

行ゆ
き
た
か隆 

　

生
涯
学
習
と
学
校
教
育

行
政
所
管
の
最
適
化
を

　

現
在
、
市
の
文
化
施
策
は
市
長
部
局
、
生
涯
学

習
施
策
は
教
育
委
員
会
が
所
管
し
て
い
る
。
学
校

教
育
を
取
り
巻
く
課
題
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
教

育
委
員
会
の
役
割
を
学
校
教
育
に
特
化
し
、
生
涯

学
習
施
策
と
文
化
施
策
を
一
体
的
に
市
長
部
局
で

所
管
す
る
こ
と
が
、
教
育
の
質
及
び
行
政
所
管
の

最
適
化
の
観
点
か
ら
双
方
を
高
め
る
現
実
的
な
選

択
肢
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

文
化
施
策
と
生
涯
学
習
施
策
の
所
管
部
局
の
一

元
化
は
、
両
施
策
の
協
働
等
に
よ
る
相
乗
効
果
が

期
待
で
き
、
行
政
運
営
上
の
選
択
肢
の
一
つ
と
認

識
し
て
い
る
。
一
方
で
、
学
校
教
育
か
ら
生
涯
学

習
ま
で
を
連
続
し
た
も
の
と
捉
え
、
総
合
的
に
施

策
を
推
進
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
行
政
所
管
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
施
策
効

果
や
組
織
運
営
上
の
課
題
等
を
踏
ま
え
、
総
合
的

な
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

QA

その他の質問等
◦学校における防犯体制強化
◦ゼロカーボンシティの実現
　に向けた大阪広域水道企業
　団との連携

生涯学習の役割を果たせるよう、
部局間の連携を行いながら施策
を進めることが求められる。

その他の質問等
◦婚活支援
◦結婚新生活支援事業
◦投票しやすい環境整備

個 人 質 問

●八尾市物価高騰対応市民応援給付金
 （令和７年12月定例会において議決された給付金の増額）
● 意欲ある事業者経営・技術支援補助金制度の拡大

国の交付金を活用した
物価高騰対応策にかかる補正予算審議
総額　10億1,754万6千円　（一般会計第11号補正予算）

　令和８年１月市議会臨時会では、１月27日の本会議において国の交付
金を活用した物価高騰対応策にかかる補正予算案を上程し、早期の給付
等を実現するため、討論の後、採決を行い補正予算案を可決しました。

● 物価高騰の影響を受ける福祉施設への支援金給付

１月臨時会の概要

主な内容

QR コ ー ド か ら、
報告書の全文を見
ることができます。

常任委員会の所管事務調査
課題解決のための施策を市に提言！

総務常任委員会

建設産業常任委員会

文教常任委員会

健康福祉環境常任委員会

　財源の裏付けや実施計画との整合を十分に踏ま
えた上で、無理のない目標設定の下、段階的に施
策を展開すべきである。限られた経営資源を有効
に配分し、業務改革と人材定着を両輪として推進
することにより、持続可能で安定的な行財政運営
体制を構築することを求める。

働き方改革について
【テーマ】

【報告内容（抜粋）】
　平成22年７月の答申から15年以上経過してい
ることから、新たに児童・生徒数の推移、将来推計、
学級編成の実態及び学校施設の老朽化状況等を可
視化し、小・中学校の適正規模等に関する考え方
を再整理されたい。なお、再整理に当たっては、
関係部局と密に連携を図り進められたい。

【テーマ】

【報告内容（抜粋）】

　産業政策の進捗と効果を把握し、政策改善と人
的・財政的資源の効率的活用を図るため、施策の
進捗を示す指標（KPI）と最終成果であるアウト
カムを示す指標（KGI）を連動させた評価体系を
構築するよう求める。

産業政策に関する課題と現状及びアウトカム
指標に基づいた評価手法について

【テーマ】

【報告内容（抜粋）】　要介護状態への移行を緩やかにし、将来の認定
率の低下を図るためには、若年層へのアプローチ
強化が求められる。若年層が参加しやすいプログ
ラムの創設や地域ごとの身近な通いの場の設置な
ど、参加率向上に向けた取り組みを充実されたい。

介護保険の適正化について
【テーマ】

【報告内容（抜粋）】

小・中学校の適正規模等について

1011 やお市議会だより やお市議会だよりvol.334 vol.334

Y
A

O
 S

H
I
G

I
K

A
I
 D

A
Y

O
R

I

や
お
市
議
会
だ
よ
り



委員会で審査した議案
◦八尾市職員給与条例の一部改正の件
◦包括外部監査契約締結の件
　　　　　　　　　　　その他議案３件
分科会で審査した議案
◦令和８年度八尾市一般会計予算の件
　（所管分）�
�◦令和８年度八尾市一般会計第１号補正
　予算の件（所管分）�　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　その他議案５件

公平で透明性の高い人事評価制度が職員の
モチベーションの向上につながる。

　

勤
勉
手
当
基
礎
額
へ
扶
養
手
当
を

算
入
し
な
い
こ
と
に
よ
る
差
額
分
を

原
資
と
し
て
、
人
事
評
価
の
結
果
を

勤
勉
手
当
に
反
映
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

　

研
修
や
評
価
面
談
を
通
じ
て
、
評

価
者
が
部
下
に
対
し
て
透
明
性
や
一

貫
性
の
あ
る
公
平
な
人
事
評
価
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
周
知
徹
底
を
し
て

い
く
。

職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

　
　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
策
は
？

総
務 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
へ
の
扶

養
手
当
の
算
入
を
廃
止
す
る
た
め
、

職
員
給
与
条
例
を
一
部
改
正
す
る
が

そ
の
背
景
は
。

　

国
家
公
務
員
の
制
度
に
準
じ
て
、

勤
勉
手
当
基
礎
額
に
扶
養
手
当
を
算

入
し
な
い
自
治
体
が
増
え
て
い
る
中
、

各
市
町
村
に
お
い
て
均
衡
を
図
り
、

適
正
に
制
度
を
改
正
す
る
よ
う
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

A Q

A Q

　

近
鉄
河
内
山
本
駅
周
辺
の
安
全
性

や
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
駅

前
広
場
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
が
、

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　

関
係
機
関
と
協
議
し
、
交
通
安
全

対
策
や
交
通
結
節
機
能
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
利
用
者
が

快
適
で
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
声
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め

る
ほ
か
、
障
が
い
者
団
体
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
施
設
の
整
備
や
配
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
移
転
に
よ
る
効
果
は
？

建
設
産
業 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
連
携
し
、

求
人
情
報
の
提
供
や
職
業
相
談
を
行

う
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
移

転
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ

る
の
か
。

　

サ
ー
ビ
ス
機
能
を
維
持
し
た
ま
ま
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
近
鉄
八
尾
駅
高

架
下
に
移
転
す
る
と
と
も
に
、
求
人

情
報
パ
ソ
コ
ン
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
更
新
す
る
。
ま
た
、
利
用
状
況
を

踏
ま
え
、
施
設
規
模
の
見
直
し
を
行

い
、
賃
料
等
の
運
営
経
費
の
削
減
を

図
る
。

　
A Q

A Q

スクールキッズ・スクエアの実施により、
放課後に過ごす居場所の選択肢が増えた。

　

ス
ク
ー
ル
キ
ッ
ズ
・
ス
ク
エ
ア
と

放
課
後
児
童
室
と
の
違
い
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
理
解
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

ス
ク
ー
ル
キ
ッ
ズ
・
ス
ク
エ
ア
は
、

保
育
の
場
で
あ
る
放
課
後
児
童
室
と

は
異
な
り
、
大
人
の
見
守
り
の
下
、

参
加
を
希
望
す
る
子
ど
も
た
ち
が
自

主
的
な
活
動
を
行
う
「
放
課
後
の
居

場
所
」
で
あ
り
、
両
事
業
の
趣
旨
や

内
容
の
違
い
を
詳
細
に
記
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
対
象
児
童
の
保
護
者

へ
配
付
し
、
理
解
を
得
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
キ
ッ
ズ
・
ス
ク
エ
ア

　
　
安
全
面
や
保
護
者
へ
の
周
知
は
？

文
教 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

づ
く
り
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
キ
ッ
ズ
・

ス
ク
エ
ア
の
実
施
校
が
令
和
８
年
度

中
に
４
校
増
え
、
計
６
校
と
な
る
が
、

現
状
と
し
て
安
全
面
の
課
題
は
な
い

か
。

　

ス
ク
ー
ル
キ
ッ
ズ
・
ス
ク
エ
ア
は
、

放
課
後
児
童
室
指
導
員
が
放
課
後
児

童
室
と
一
体
的
に
管
理
運
営
し
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
参
加
人
数
等
に

よ
っ
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、入
退
室
の
際
に
は
Q
R
コ
ー

ド
の
読
み
取
り
に
よ
っ
て
保
護
者
へ

子
ど
も
の
居
場
所
を
通
知
す
る
シ
ス

テ
ム
も
導
入
し
て
い
る
。

A Q

分科会で審査した議案
��◦令和８年度八尾市母子父子寡婦福祉資
　金貸付金特別会計予算の件
◦令和７年度八尾市一般会計第１２号補
　正予算の件（所管分）�
�◦令和８年度八尾市一般会計予算の件
　（所管分）�
�◦令和８年度八尾市一般会計第１号補正
　予算の件（所管分）�
　　　　　　　　　　　その他議案２件

委員会で審査した議案・請願
◦�八尾市域に残る戦争遺跡＝掩

えんたいごう
体壕の保

存に関する請願の件
　　　　　　　　　　　その他議案４件
分科会で審査した議案
◦令和８年度八尾市一般会計予算の件
　（所管分）�
�◦令和８年度八尾市一般会計第１号補正
　予算の件（所管分）�
　　　　　　　　　　　その他議案３件

委員会審査

▶

QA

委員会で審査した議案　　　
◦八尾市国民健康保険条例の一部改正
　の件
◦八尾市国家戦略特別区域外国人滞在施
　設経営事業に関する条例及び八尾市保　
　健所事務手数料条例の一部改正の件
分科会で審査した議案
◦�令和８年度八尾市一般会計予算の件
　（所管分）
　　　　　　　　　　 その他議案10件

に
増
や
す
こ
と
な
く
対
応
可
能
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
、
需
要
が
高
ま
っ
た
場
合
、

受
入
枠
を
拡
充
し
て
い
く
予
定
は
あ

る
の
か
。

　

安
全
面
を
考
慮
し
て
、
ま
ず
経
産

婦
の
方
を
対
象
に
当
面
は
週
１
名
の

枠
を
設
け
、
令
和
８
年
８
月
頃
の
開

始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、

今
後
の
受
入
枠
は
需
要
の
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

市
立
病
院
の
無
痛
分
娩
導
入

　
　
　
　
　
受
入
体
制
は
万
全
か
？

健
康
福
祉
環
境 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

市
立
病
院
に
お
け
る
、
無
痛
分
娩

導
入
の
背
景
と
目
的
は
。

　

無
痛
分
娩
を
望
む
声
が
多
く
あ
り
、

分
娩
件
数
の
回
復
も
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
導
入
を
決
定
し
た
。
出
産
時

の
痛
み
を
和
ら
げ
、
母
体
の
負
担
を

軽
減
し
、
出
産
へ
の
不
安
を
解
消
す

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
く
。

　

無
痛
分
娩
導
入
に
当
た
っ
て
の
受

入
体
制
は
。

　

産
婦
人
科
医
、
麻
酔
科
医
、
助
産

師
の
チ
ー
ム
体
制
を
整
え
、
手
術
室

の
設
備
を
活
用
し
て
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
、
人
員
や
医
療
機
器
を
新
た

A QQ

A

八尾市立病院で無痛分娩が利用可能に。妊
産婦の選択肢が広がり、より心身の負担を
減らした安心な出産の実現が期待される。

A

Q

ワークサポートセンターは近鉄八尾駅高架
下（観光案内所及び福祉売店跡地）に移転
する予定である。
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令和８年３月定例会　本会議 議決結果
○賛成　×反対　（請願は○採択　×不採択）

全 会 一 致 の 議 案 等
件　名

［　］は討論件数
議決
結果

件　名
［　］は討論件数

議決
結果

市道路線の認定及び廃止に関する件 可決 令和8年度八尾市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算の件 可決

財産の譲与の件 可決 令和8年度八尾市病院事業会計予算の件［賛成1］ 可決

八尾市行政手続条例の一部改正の件 可決 令和8年度八尾市公共下水道事業会計予算の件［賛成1］ 可決

八尾市手数料条例の一部改正の件 可決 令和8年度八尾市一般会計第1号補正予算の件 可決

八尾市国家戦略特別区域外国人滞在施設経営事業に関す
る条例及び八尾市保健所事務手数料条例の一部改正の件

可決
令和8年度八尾市介護保険事業特別会計第1号補正予算
の件

可決

八尾市都市公園条例の一部改正の件 可決 包括外部監査契約締結の件 可決

八尾市非常勤消防団員等公務災害補償条例の一部改正の件 可決 令和7年度八尾市一般会計第13号補正予算の件 可決

八尾市火災予防条例の一部改正の件 可決 令和8年度八尾市一般会計第2号補正予算の件 可決

令和7年度八尾市一般会計第12号補正予算の件 可決

八尾市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設
備及び運営に関する基準を定める条例及び八尾市幼保連
携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件を定め
る条例の一部改正の件［賛成1］

可決

令和7年度八尾市後期高齢者医療事業特別会計第2号補
正予算の件

可決
八尾市教育委員会委員を任命するについて同意を求める件
（水野治久氏）

同意

令和7年度八尾市病院事業会計第1号補正予算の件 可決
八尾市固定資産評価審査委員会委員を選任するについて
同意を求める件（弓手有香氏）

同意

令和7年度八尾市公共下水道事業会計第1号補正予算の件 可決
府立八尾支援学校の狭あい化・教室不足の解消および教
育環境の改善をはかり、中河内地域に適正規模の府立知
的障がい支援学校の新設等を求める意見書提出の件

可決

令和8年度八尾市財産区特別会計予算の件 可決
太陽光発電設備のリサイクル推進及び適正な廃棄処理に関
する意見書提出の件

可決

令和8年度八尾市土地取得事業特別会計予算の件 可決
◆竹田孝吏議員は議長のため採決に加わらない。

６
月
定
例
会
の
予
定

【
５
月
】

26
日（
火
）
議
会
運
営
委
員
会

29
日（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

【
６
月
】

15
日（
月
）
本
会
議（
議
案
説
明・個
人
質
問
）

16
日（
火
）
本
会
議［
予
備
日
］

17
日（
水
）
本
会
議［
予
備
日
］

22
日（
月
）
文
教
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
文
教
分
科
会
）

23
日（
火
）
健
康
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
健
康
福
祉
環
境
分
科
会
）

24
日（
水
）
建
設
産
業
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
建
設
産
業
分
科
会
）

25
日（
木
）
総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
総
務
分
科
会
）

30
日（
火
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
全
体
会
）

【
７
月
】

２
日（
木
）
議
会
運
営
委
員
会

３
日（
金
）
本
会
議（
議
案
採
決
）

請願請願 国または地方公共団体の機関に対して、その職務に関する事柄について文書で希望
を申し述べるもので、提出する場合は、議員の紹介が必要です。

所管の委員会で審査し、本会議で採決を行いました。

〔請願項目］
・八尾市垣内にある「旧陸軍大正飛行場格納庫（掩体壕）」を貴重な歴史的・文化的遺産として、
また次世代に引き継ぐ平和学習の教材として、保存してください。
他２項目

八尾市域に残る戦争遺跡＝掩
えんたいごう
体壕の保存に関する請願の件不採択

賛否が分かれた議案等

件 名

［　　］は討論件数

議決
結果

公明党 大阪維新
の会

八尾保守
の会

八尾の未来
を紡ぐ会 日本共産党 新声 至誠会 会派に所属

しない議員

福永美智子
南方　　武
五百井真二
前園　正昭
西田　尚美

景山　和香
木村　健二
坂本　尚之
桝井政佐美
奥田　信宏

川上　　舞
松田　憲幸
露原　行隆
田中　久夫

柴谷　匡哉
西川　あり
吉村　拓哉

田中　裕子
越智　妙子

山中　　宏
竹田　孝吏

稲森　洋樹
田中　慎二

鑄方　淳治

八尾市職員給与条例の一部改正の件［反対1］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

八尾市国民健康保険条例の一部改正の件
［※１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

令和7年度八尾市介護保険事業特別会計
第4号補正予算の件 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

令和8年度八尾市一般会計予算の件
［賛成2　反対1］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

令和8年度八尾市国民健康保険事業特別
会計予算の件［※１］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

令和8年度八尾市介護保険事業特別会計
予算の件［反対1］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

令和8年度八尾市後期高齢者医療事業特
別会計予算の件［反対1］ 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

八尾市域に残る戦争遺跡＝掩体壕
の保存に関する請願の件［※2］

項目1・3 不採択 × × × × ○ × ○ ×

項目2 不採択 × × × ○ ○ × ○ ×
◆竹田孝吏議員は議長のため採決に加わらない。
［※１］２件一括で反対1　［※2］採択1、項目1・3不採択 項目2採択1

八尾市議会 SNS
いつでも、どこでもスマホで広報誌が読めるアプリ
「マチイロ」の機能が増え、より便利になりました。
これに伴い、カタログポケットでの配信を終了いたします。

▶12言語の自動翻訳機能に対応
▶iOS内蔵の読み上げ機能に対応
　他にも機能が増えているので、ぜひご活用ください♪

ダウンロードはこちら

iOS版 Android版

２件の意見書を関係行政庁及び国会に送付しました。

府立八尾支援学校の狭あい化・教室不足の解消および教育環境の改善
をはかり、中河内地域に適正規模の府立知的障がい支援学校の新設等
を求める意見書

市の権限だけでは実現できないことについて、市議会が国や都道府県に意見や希望
を提出する文書のことです。八尾市議会では、提出された意見書のうち全会派一致
となったものを関係行政庁に送付します。

太陽光発電設備のリサイクル推進及び適正な廃棄処理に関する意見書

意見書意見書

議会の日程や、議会にまつわる豆知識な
どを発信しています。ぜひフォローを♪

広報誌配信アプリ「マチイロ」

Facebook
フェイスブック

@yao.shigikai

X
エックス

@yao_shigikai
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健康福祉部・環境部・市立病院の各所管に関す
る事項

常任委員会紹介
八尾市議会には５つの常任委員会があります。
議員は、総務・建設産業・文教・健康福祉環境のいずれかの常任委員会
に所属することになっており、予算決算常任委員会については議長を除
く全議員が委員となります。

坂
本  

尚
之    

委
員
長

前
園  

正
昭    

副
委
員
長

竹
田  
孝
吏    

委
員

川
上  

　
舞    
委
員

桝
井 

政
佐
美  

委
員

柴
谷  

匡
哉    

委
員

市民生活に関わる
" こんなこと " を議論しています
▪国民健康保険や後期高齢者医療制度
▪要介護認定や介護予防教室の開催
▪インフルエンザ等の定期予防接種
▪指定ごみ袋の配付や家庭ごみ収集
▪ゼロカーボンシティやおの推進
▪市立病院での無痛分娩の導入

健康福祉環境常任委員会
所管事項

編 集 後 記
３月定例会は令和８年度当初予算案などの多くの議案の審査を

行いました。４年任期の最終年を迎え、これまで以上に市議会の
情報発信に力を入れて取り組んでいきたいと思います。

◎西川 あり　 ○前園 正昭    景山 和香　 柴谷 匡哉    
　川上　 舞       山中    宏　 田中 慎二　 田中 裕子

議会だより編集委員会（◎委員長 ○副委員長）

聞き取りやすさ UP ！  見やすさ UP ！

傍聴席にモニター新設

マイク・カメラの高性能化

議場・第１委員会室の音響・映像システム等の機能更新を行いました。

　マイクの音質が上がり、発言者の声が聞き取
りやすくなりました。また、カメラの画質が上
がり、映像もより鮮明になりました。

　傍聴席に新たにモニターを設置し、発言して
いる映像を見ながら傍聴できるようになりまし
た。また、スピーカーも増設し、聞き取りやす
さも向上しました。

ＱＲコードから、
傍聴の案内を見る
ことができます。

音響映像
システム
機能更新

Let's
傍聴 !

※今回が「常任委員会紹介」シリーズの最終回です。
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